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理　事　長　　田　中　靖　章

　新年あけましておめでとうございます。組合員の皆さまには、ますますご
健勝で新年を迎えられたことと心からお慶び申し上げます。また、旧年中も
組合運営にご協力いただき、感謝申し上げます。
　新型コロナウイルスの世界的な感染拡大から丸３年が経過し、未だ終息と
は言えない状況ではありますが、人流はようやくコロナ前の水準に戻りつつ
あると言えます。長らく苦境が続いていた外食産業も徐々に回復基調にあり、
アフターコロナ・ウィズコロナ時代を見据えて、マーケットの動向は新たな
局面を迎えているのではないでしょうか。
　一方でロシア・ウクライナ紛争に伴う世界情勢の緊迫化から派生した物流
の停滞や、コロナ禍で実施した大幅な金融緩和の反動による世界的な金融引
き締めの動きによって、急速なインフレが進行。近年にない異常な円安の状

況も重なった結果、あらゆる原料・資材が高騰しており、コロナ初期に発生した問題とは異なる、新
たな課題が山積している状況です。
　食鳥業界におきましては、巣ごもりによる内食需要が一巡したものの、例年よりも早い、各地での
鳥インフルエンザの発生による供給減の影響、生活者の先行き不透明感からくる家計消費の引き締
めや、食肉における相対的な値ごろ感などの理由から、相場・需要ともに底堅い状況が続いておりま
す。特にムネ肉の需要は、健康増進に顕著な効用があることが広く認知されてきたこともあり、家庭
での普段使いの主役として日増しに存在感が高まっていることは明らかです。
　一方で飼料価格が未曾有の高騰を続ける中、鶏肉の末端価格の値上げは他品目に比べると大きく
遅れていると言わざるを得ず、生産費および卸価格の上昇に即した適正価格で販売していくことが、
業界全体で取り組むべき課題と言えるのではないでしょうか。
　当組合においても鶏肉の付加価値づくりの探究や販売戦略、顧客満足度の向上について、改めて
皆さまと共に考え、情報共有の場としての役割を果たしていきたいと考えております。今年も業界の
発展と皆さまに有益な情報の発信に尽力して参りますので、皆さま方には今後ともより一層のご支援
ご協力をよろしくお願い申し上げます。
　今年一年が皆さまにとって良い年となるよう祈念いたしまして年頭のご挨拶とさせていただきます。
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訃 報

山本才司氏　鳥ぴん株式会社代表取締役社長、組合専務理事、全鳥連理事、（一社）日本食鳥
協会監事並びに関西支部荷受部会長は令和４年１１月４日にご逝去されました。（５７歳）謹
んでお悔やみ申し上げます。
なお、葬儀は近親者のみ家族葬で行われました。
お別れの会は、新型コロナウィルス感染拡大を考慮し、後日開催予定です。
詳細が決まり次第改めてご案内致します。


